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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成20年1月31日(2008.1.31)

【公開番号】特開2001-242827(P2001-242827A)
【公開日】平成13年9月7日(2001.9.7)
【出願番号】特願2000-388114(P2000-388114)
【国際特許分類】
   Ｇ０９Ｇ   3/30     (2006.01)
   Ｇ０９Ｇ   3/20     (2006.01)
   Ｈ０５Ｂ  33/08     (2006.01)
   Ｈ０１Ｌ  51/50     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０９Ｇ   3/30    　　　Ｊ
   Ｇ０９Ｇ   3/30    　　　Ｋ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２４Ｂ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６４１Ｅ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６８０Ｖ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６８０Ａ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６８０Ｓ
   Ｇ０９Ｇ   3/20    ６８０Ｐ
   Ｈ０５Ｂ  33/08    　　　　
   Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成19年12月10日(2007.12.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１及び第２のソース信号線駆動回路と、第１及び第２のゲート信号線駆動回路と、画
素部とを有する電子装置であって、
　前記画素部は複数の画素を有しており、
　前記複数の画素は、発光素子と、第１及び第２の駆動用ＴＦＴと、第１及び第２のスイ
ッチング用ＴＦＴと、第１及び第２の消去用ＴＦＴとをそれぞれ有し、
　前記発光素子の発光は、前記第１及び第２の駆動用ＴＦＴによって制御され、
　前記第１の駆動用ＴＦＴは、前記第１のスイッチング用ＴＦＴと、前記第２の消去用Ｔ
ＦＴとによって制御され、
　前記第２の駆動用ＴＦＴは、前記第２のスイッチング用ＴＦＴと、前記第１の消去用Ｔ
ＦＴとによって制御され、
　前記発光素子の発光する時間を制御することで階調表示を行うことを特徴とする電子装
置。
【請求項２】
　第１及び第２のソース信号線駆動回路と、第１及び第２のゲート信号線駆動回路と、画
素部と、前記第１のソース信号線駆動回路に電気的に接続された複数の第１のソース信号
線と、前記第２のソース信号線駆動回路に電気的に接続された複数の第２のソース信号線
と、前記第１のゲート信号線駆動回路に電気的に接続された複数の第１のゲート信号線と
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、前記第２のゲート信号線駆動回路に電気的に接続された複数の第２のゲート信号線と、
電源供給線とを有する電子装置であって、
　前記画素部は複数の画素を有しており、
　前記複数の画素は、発光素子と、第１及び第２のスイッチング用ＴＦＴと、第１及び第
２の消去用ＴＦＴと、第１及び第２の駆動用ＴＦＴとをそれぞれ有し、
　前記第１のスイッチング用ＴＦＴのゲート電極は、前記第１のゲート信号線と電気的に
接続されており、
　前記第２のスイッチング用ＴＦＴのゲート電極は、前記第２のゲート信号線と電気的に
接続されており、
　前記第１のスイッチング用ＴＦＴのソース領域とドレイン領域は、一方は前記第１のソ
ース信号線と、他方は前記第１の駆動用ＴＦＴのゲート電極と電気的に接続されており、
　前記第２のスイッチング用ＴＦＴのソース領域とドレイン領域は、一方は前記第２のソ
ース信号線と、他方は前記第２の駆動用ＴＦＴのゲート電極と電気的に接続されており、
　前記第１の消去用ＴＦＴのゲート電極は、前記第１のゲート信号線と電気的に接続され
ており、
　前記第２の消去用ＴＦＴのゲート電極は、前記第２のゲート信号線と電気的に接続され
ており、
　前記第１の消去用ＴＦＴのソース領域とドレイン領域は、一方は前記電源供給線と、他
方は前記第２の駆動用ＴＦＴのゲート電極と電気的に接続されており、
　前記第２の消去用ＴＦＴのソース領域とドレイン領域は、一方は前記電源供給線と、他
方は前記第１の駆動用ＴＦＴのゲート電極と電気的に接続されており、
　前記第１の駆動用ＴＦＴのソース領域とドレイン領域はそれぞれ、一方は前記電源供給
線に、他方は前記発光素子に電気的に接続されており、
　前記第２の駆動用ＴＦＴのソース領域とドレイン領域はそれぞれ、一方は前記電源供給
線に、他方は前記発光素子に電気的に接続されていることを特徴とする電子装置。
【請求項３】
　請求項２において、
　前記第１のスイッチング用ＴＦＴと前記第１の消去用ＴＦＴは、同時にオンの状態また
はオフの状態に切り替わり、
　前記第２のスイッチング用ＴＦＴと前記第２の消去用ＴＦＴは、同時にオンの状態また
はオフの状態に切り替わることを特徴とする電子装置。
【請求項４】
　請求項２または請求項３において、
　前記第１の駆動用ＴＦＴ及び前記第２の駆動用ＴＦＴはそれぞれ、前記第１及び第２の
駆動用ＴＦＴのゲート電極に前記電源供給線の電位が与えられるとオフの状態になること
を特徴とする電子装置。
【請求項５】
　請求項２乃至請求項４のいずれか１項において、
　１フレーム期間内にｎ個の書き込み期間Ｔａ１、Ｔａ２、・・・、Ｔａｎとｎ個の表示
期間Ｔｒ１、Ｔｒ２、・・・、Ｔｒｎとが設けられており、
　前記ｎ個の書き込み期間Ｔａ１、Ｔａ２、・・・、Ｔａｎはこの順序で出現し、
　前記ｎ個の表示期間Ｔｒ１、Ｔｒ２、・・・、Ｔｒｎはこの順序で出現し、
　前記ｎ個の書き込み期間Ｔａ１、Ｔａ２、・・・、Ｔａｎのそれぞれが開始されてから
、前記ｎ個の書き込み期間Ｔａ１、Ｔａ２、・・・、Ｔａｎのそれぞれの次の書き込み期
間が開始されるまでの期間が、前記表示期間Ｔｒ１、Ｔｒ２、…、Ｔｒｎであり、
　前記書き込み期間Ｔａｎの次に出現する書き込み期間は次のフレーム期間において最初
に出現する書き込み期間Ｔａ１’であり、
　前記表示期間Ｔｒｎの次に出現する表示期間は次のフレーム期間において最初に出現す
る表示期間Ｔｒ１’であり、
　前記ｎ個の書き込み期間Ｔａ１、Ｔａ２、・・・、Ｔａｎは、ｉ個の書き込み期間（ｉ
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は０以上ｎ以下の整数）と（ｎ－ｉ）個の書き込み期間とに分けられ、
　前記ｉ個の書き込み期間においてそれぞれ、前記第１のソース信号線駆動回路から前記
第１のソース信号線を介して、デジタルデータ信号が前記複数の画素の全てに入力され、
　前記（ｎ－ｉ）個の書き込み期間においてそれぞれ、前記第２のソース信号線駆動回路
から前記第２のソース信号線を介して、デジタルデータ信号が前記複数の画素の全てに入
力され、
　前記ｉ個の書き込み期間においてそれぞれ、前記ｉ個の書き込み期間以前に前記第２の
ソース信号線駆動回路から入力された前記デジタルデータ信号が前記複数の画素の全てに
おいて消去され、
　前記（ｎ－ｉ）個の書き込み期間においてそれぞれ、前記（ｎ－ｉ）個の書き込み期間
以前に前記第１のソース信号線駆動回路から入力された前記デジタルデータ信号が前記複
数の画素の全てにおいて消去され、
前記ｎ個の書き込み期間Ｔａ１、Ｔａ２、・・・、Ｔａｎのそれぞれと、前記ｎ個の書き
込み期間Ｔａ１、Ｔａ２、・・・、Ｔａｎのそれぞれの次の書き込み期間Ｔａ２、Ｔａ３
・・・、Ｔａ１’とからなる２つのとなりあう書き込み期間の組（Ｔａ１、Ｔａ２）、（
Ｔａ２、Ｔａ３）、・・・、（Ｔａ（ｎ－１）、Ｔａｎ）、（Ｔａｎ、Ｔａ１’）は、ｊ
個のとなりあう書き込み期間の組（ｊは０以上（ｎ－１）以下の整数）と（ｎ－ｊ）個の
となりあう書き込み期間の組とに分けられ、
　前記ｊ個のとなりあう書き込み期間の組のそれぞれにおいて、２つの書き込み期間は互
いに一部重なり、
　前記（ｎ－ｊ）個のとなりあう書き込み期間の組のそれぞれにおいて、２つの書き込み
期間は互いに重ならず、
　前記ｊ個のとなりあう書き込み期間の組のそれぞれにおいて、一方の書き込み期間は、
前記第１のソース信号線駆動回路からデジタルデータ信号が前記複数の画素の全てに入力
され、他方の書き込み期間は、前記第２のソース信号線駆動回路からデジタルデータ信号
が前記複数の画素の全てに入力され、
　前記ｎ個の書き込み期間Ｔａ１、Ｔａ２、・・・、Ｔａｎにおいてそれぞれ、前記複数
の画素がそれぞれ有する前記発光素子は、前記複数の画素に入力された前記デジタルデー
タ信号に基づいて、発光状態となるか非発光状態となるかを選択され、
　前記ｎ個の表示期間Ｔｒ１、Ｔｒ２、…、Ｔｒｎにおいてそれぞれ、前記複数の画素が
それぞれ有する前記発光素子は、前記デジタルデータ信号に基づいて、それぞれ発光状態
または非発光状態となり、
　前記ｎ個の表示期間Ｔｒ１、Ｔｒ２、…、Ｔｒｎのうちのｍ個の表示期間（ｍは０以上
ｎ以下の整数）においてそれぞれ、前記複数の画素がそれぞれ有する前記発光素子の全て
が非発光状態となり、
　前記ｎ個の表示期間Ｔｒ１、Ｔｒ２、…、Ｔｒｎのそれぞれと、前記ｎ個の表示期間Ｔ
ｒ１、Ｔｒ２、・・・、Ｔｒｎのそれぞれの次の表示期間Ｔｒ２、Ｔｒ３、・・・、Ｔｒ
１’とからなる２つのとなりあう表示期間の長さの和Ｔｒ１＋Ｔｒ２、Ｔｒ２＋Ｔｒ３、
…、Ｔｒｎ＋Ｔｒ１’はそれぞれ、前記書き込み期間Ｔａ１、Ｔａ２、…、Ｔａｎの長さ
以上であることを特徴とする電子装置。
【請求項６】
　請求項５において、
　前記（ｎ－ｍ）個の表示期間の長さの比が、ｋ個の期間Ｔ１、Ｔ２、・・・、Ｔｋ（ｋ
は１以上（ｎ－ｍ）以下の整数）を（ｎ－ｍ－ｋ）回分割した結果できる（ｎ－ｍ）個の
期間の長さの比と一致し、
　前記ｋ個の期間Ｔ１、Ｔ２、・・・、Ｔｋの長さの比は、短い順に並べた場合、２０：
２１：・・・：２（ｋ－１）で表されることを特徴とする電子装置。
【請求項７】
　請求項５または請求項６において、
　前記ｎ個のとなりあう書き込み期間の組（Ｔａ１、Ｔａ２）、（Ｔａ２、Ｔａ３）、・
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・・、（Ｔａｎ、Ｔａ１’）のうち少なくとも１つのとなりあう書き込み期間の組は、２
つの書き込み期間が互いに一部重なることを特徴とする電子装置。
【請求項８】
　請求項５乃至請求項７のいずれか１項において、
　前記ｎ個の表示期間Ｔｒ１、Ｔｒ２、…、Ｔｒｎのうち少なくとも１つの表示期間にお
いて、前記複数の画素がそれぞれ有する前記発光素子の全てが非発光状態となることを特
徴とする電子装置。
【請求項９】
　請求項５乃至請求項７のいずれか１項において、
　前記ｎ個の表示期間Ｔｒ１、Ｔｒ２、…、Ｔｒｎにおいて、前記複数の画素がそれぞれ
有する前記発光素子の全てが非発光状態となる表示期間がないことを特徴とする電子装置
。
【請求項１０】
　請求項５乃至請求項９のいずれか１項において、
　前記ｉ個の書き込み期間の長さは全て同じであり、
　前記（ｎ－ｉ）個の書き込み期間の長さは全て同じであることを特徴とする電子装置。
【請求項１１】
　請求項５乃至請求項９のいずれか１項において、
　前記ｎ個の書き込み期間Ｔａ１、Ｔａ２、・・・、Ｔａｎの長さは全て同じであること
を特徴とする電子装置。
【請求項１２】
　請求項５乃至請求項１１のいずれか１項において、
　前記ｉ個の書き込み期間と前記（ｎ－ｉ）個の書き込み期間は、交互に出現することを
特徴とする電子装置。
【請求項１３】
　請求項５乃至請求項１２のいずれか１項において、
　前記（ｎ－ｍ）個の表示期間の長さの比は、短い順に並べた場合、２０：２１：・・・
：２（ｎ－ｍ－１）で表されることを特徴とする電子装置。
【請求項１４】
　請求項１乃至請求項１３のいずれか１項において、
　前記第１及び第２のソース信号線駆動回路と、前記第１及び第２のゲート信号線駆動回
路とは、前記画素部と同一の基板上にＴＦＴを用いて形成され、
　前記第１及び第２のソース信号線駆動回路の駆動周波数は１０ＭＨｚ以上であることを
特徴とする電子装置。
【請求項１５】
　請求項１乃至請求項１４のいずれか１項において、
　前記発光素子は、画素電極と、対向電極と、前記画素電極と前記対向電極の間に設けら
れた有機化合物層とを有することを特徴とする電子装置。
【請求項１６】
　請求項２乃至請求項１４のいずれか１項において、
　前記発光素子は、画素電極と、対向電極と、前記画素電極と前記対向電極の間に設けら
れた有機化合物層とを有し、
　前記対向電極は一定の電位に保たれ、
　前記電源供給線は一定の電位に保たれることを特徴とする電子装置。
【請求項１７】
　請求項１５または請求項１６において、
　前記有機化合物層は低分子系有機物質またはポリマー系有機物質であることを特徴とす
る電子装置。
【請求項１８】
　請求項１７において、
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　前記低分子系有機物質は、Ａｌｑ３（トリス－８－キノリライト－アルミニウム）また
はＴＰＤ（トリフェニルアミン誘導体）を含むことを特徴とする電子装置。
【請求項１９】
　請求項１７において、
　前記ポリマー系有機物質は、ＰＰＶ（ポリフェニレンビニレン）、ＰＶＫ（ポリビニル
カルバゾール）またはポリカーボネートを含むことを特徴とする電子装置。
【請求項２０】
　請求項１乃至請求項１９のいずれか１項に記載の前記電子装置を用いることを特徴とす
る表示装置、ビデオカメラ、頭部取り付け型の表示装置、ＤＶＤプレーヤー、ヘッドマウ
ントディスプレイ、パーソナルコンピュータ、携帯電話、カーオーディオ。
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